
この「四谷・箪笥・榎だより」は、3ヶ月に1回発行
します。地域のボランティア活動情報をお届けします。

新宿区の東に位置する箪笥町地区は、46の町会・自治会がさまざまな地域活
動に取り組んでいます。その中のひとつ、横寺町交友会の取組みに新宿社協が参
加させていただいた様子を、ご紹介いたします。地区

箪笥町

【新年会に参加しました】
2月4日、牛込箪笥地域センターにて横寺町交

友会の新年会が開催されました。
この日は、箪笥町地区担当職員が参加させて

いただき、社協が行っている事業や「ゆるやか
な見守り」および、横寺町に近い相談窓口「牛
込ボランティア・地域活動サポートコーナー」
をご紹介しました。
住み慣れた地域で高齢者が安心して暮らして

いくためには、住民同士がさりげなく気遣いあ
う「ゆるやかな見守り」を続けていただき、何
か異変を感じた時は、社協にご連絡いただくこ
とをお願いしました。
新年会の中盤では、転入者の方の自己紹介や

参加者ひとりひとりのご挨拶など、顔が見える
関係を大切にした取組みが行われました。

【「よこてら新聞」の連載】
横寺町交友会が年3回発行している「よこて

ら新聞」で、平成28年12月から社協事業を紹
介しています。
連載タイトルは、その名も「ひとりぼっちを

つくらない」。横寺町に住む誰もが孤立するこ
となく安心な毎日を過ごせるように、との思い
が込められています。
電球交換や高齢者の見守り訪問等ボランティ

アさんがお手伝いできる事や、困ったときの相
談窓口等をご紹介し、地域での支えあい活動を
広めています。

新宿区社会福祉協議会は、お互いさまで支えあうまちづくりを目指して、
住民の皆さまをはじめ、町会・自治会、学校、企業などとともに取り組ん
でいます。
また、住民同士がさりげなく気遣いあい、困ったときに遠慮なく手助け

を頼めるような地域づくり「ゆるやかな見守り」の支援を行っています。
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新宿ボランティア・市民活動センター 東分室

[場所]新宿区三栄町２５番地
[開庁時間]月～金曜日 午前８時３０分～午後５時

[TEL]０３-３３５９-００５１
[FAX]０３-３３５９-００１２
☆四谷・箪笥町・榎町地区のボランティア活動に
関する相談やお問い合わせを、どうぞお気軽に
お寄せください☆

四谷ボランティア・地域活動サポートコーナー

[場所]新宿区内藤町８７ 四谷特別出張所内
[開庁時間]月～金曜日 午前１０時～午後５時

[TEL/FAX]０３-３３５９-９３６３

牛込ボランティア・地域活動サポートコーナー

[場所]新宿区箪笥町１５ 箪笥町特別出張所内
[開庁時間]月～金曜日 午前１０時～午後５時

[TEL/FAX]０３-３２６０-９００１

天神町でのゆるやかな見守りへの協力依頼
榎町
地区

～地域のサロンと専門学校の協働～

どんぐり会と東京国際福祉専門学校生の調理

四谷
地区

日時：平成３０年６月１７日（日）１０時～１７時

場所：四谷ひろば（四谷4－20 旧四谷第四小学校）

今年も、素敵なプレゼントがもらえる
スタンプラリーを行います！

北野神社社務所で開かれた、牛込心友会（高齢者クラブ）会合
に参加し、「ゆるやかな見守り」についてお話する機会をいただ
きました。会合でのご紹介をきっかけに社協の見守り協力員とし
て3人の方が新たに登録し、天神町での見守り訪問が始まりまし
た。
天神町は、町会加入率が高く地域でのたすけあいが自然に行わ

れている地域です。北野神社は町内の中心となる場所であり、月
1回の境内掃除は情報交換の場にもなっています。
これからも、住民同士でゆるやかに見守っていただき、いつも

と違う、何かおかしいと感じた時は、社協にご相談ください。北町神社での境内掃除にて

社協はペットボトル工作をしました。
今年は何の工作かな？？

地域センターの調理室で隔月に開催している「高齢者のための食事
作りサロン どんぐり会」。ここは、食事をするだけでなく、一緒に
食事を作り、食事を楽しみ、お話をする会です。
東京国際福祉専門学校 介護福祉科との交流は4年目を迎えます。介

護福祉科1年生の課外授業はまず、どんぐり会との交流から始まりま
す。これから介護を担う学生が、介護の対象者でもある高齢者向けの
食事を学んでいます。
学生の多くは外国籍です。どんぐり会の交流は、多文化交流・世代

間交流の場にもなっています。サロン利用者も学生も、毎年の交流を

楽しみにしています。


